






























































































































































































































































































































































































































。 『 iO 1『 ジ。 少『 RO
きる。」「保育者を目指す学生さんのためになれてうれしい。」といった感想を多く読み
取ることができ、参加者全員（100％）がまた参加したいと回答した。
　次に、参加した学生はアンケートの中で「普段あまり接することができない乳幼児
とふれあえてよかった」「お母さんと話すことができてうれしかった」「子育て支援二の
場を見て、体験することができてよかった」といった感想をのべていた。参加者全員
（100％）がまた参加してみたいと回答し、学生の満足度も非常に高かった。参加者か
らも、学生が参加していることに対して100％の参加者から好感が持てると回答を得
た。
　このように、Table　2参加の動機からも読み取れるように大学が発信する子育て支
援への関心は高く、大学が企画する子育て支援：に魅力を感じると参加者全員（100％）
が回答した。学生が参加していることへの理解もえられている。今後大学で企画して
ほしい内容を聞いた（複数回答）ところ、Table　3のような回答を得られた。
Table　3：今後大学で企画してほしい内容
親子で楽しめる企画
季節や行事の企画
　　　お話し会
講演会・公開講座
　育児・発達槽談
　　　　その｛也
。
5　　　　1轟　　　19　　　？o　　　身5　　　3轟　　　瓢『　　　轟。
　これらの結果も参考にし、大学が発信する子育て支援の特色を生かして、今後も親
子が集えるプログラムの検討と場の提供を学生と一緒に作っていきたい。また、学生
とともに地域へ活動を広げて、地域での取り組みを一緒に行うということは、学生に
とって生の子育て支援を知る有意義な機会である。今後は、親子対象の企画だけでは
なく、子育て支援者への支援二についても方法・内容を検討し様々な形で学外団体との
連携の可能性を探っていくことを課題にしたい。
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　今回の調査から、大学近隣の名東区と千種区の子育て環境や子育て支援の現状をと
らえることができた。前回の調査からも得られたように、子育て支援の取り組みは、
それぞれの地域に応じたものになっており、名東区・千種区の地域の特徴やニーズが
明らかになった。名東区は、転入出が多く、友達づくりの場である母親サークルの活
動が活発であった。千地区は、地域の主任児童委員や民生委員が行う子育てサロンが
各小学校区で実施されており、地域での子育て支援が根付いていた。今後は、大学と
して地域の子育て環境へどのような関わり方があるのかについて検討していきたい。
　また、「子育て応援キャラバン隊」の実践を通して、参加者の大学が発信する子育て
支援への関心やニーズが非常に高いことがわかった。はじめにも述べたが、大学で
行っている子育て支援事業が他の子育て支援事業と大きく異なる点は、①子どもや保
育にかかわる多分野の専門家が携わっていること、②保育者をめざす学生が参加して
いることの2点である。今回の実践の中で行ったアンケートからもこれらのことを読
みとることができた。子育て支援が発展し、根付いてきている現在においても、参加
者はよりよい場を求め続けているのである。「子育て応援キャラバン隊」の実践には、
学生も積極的にボランティアで参加しており、子どもだけでなく、実習でもなかなか
関わることができない母親との交流という貴重な経験から、多くのことを学んだよう
である。
　「子育て応援キャラバン隊」の実践は、乳幼児の親子の支援二とともに、学生の子育て
支援の現状について知ることと保育者としての資質と力量向上をねらってきた。学生
を積極的に参加させていく中で、学生自身の保育者としての資質向上や乳幼児の親子
を支援していくという意識を高めていくことにもつながると考える。このことは、次
世代育成の一環として、学生が大学を卒業後、保育現場や将来母親になった時に子育
て支援や母親サークルの立ち上げなどに積極的に参与していく力をつけていくことに
もつながっていくであろう。
　これからも引き続き、「子育て応援キャラバン隊」の実践を継続していく中で、地域
子育てネットワークを大切にした地域との連携の方向性や支援内容・実施方法につい
て検討を加えていきたい。そして今後は、親子支援だけではなく、子育て支援の支援
者への支援二内容・方法や支援者の交流等も視野に入れて、保育者養成大学がもつ特徴
を生かした独創的な子育て支援を構想していきたい。
幽注
1）清葉子、石橋尚子「大学における地域子育て支援構想（1）」椙山女学園大学教育学部紀要Vol．
1、　2008．3
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幽入手資料
・子ども・子育て支援センター　758キッズステーション：「施設案内」「情報誌758キッズな☆
　び」
・名古屋市名東区保健所および名東区民生子ども課：「ようこそ名東区へ」「めいとう子育て癒援
　タイムズ」
・名古屋市千種区保健所および名東区民生子ども課：「千種区子育て支援情報がいど耳子育てネッ
　トワークちくさ案内」
・名古屋市名東区、千種区の児童館：「児童館だより」「イベントカレンダー」「乳幼児むけ企画案
　内」
・名東保育園　保育所子育て支援センター「めいとう」：「支援センター案内」「赤ちゃんくらぶ・
　子育てサークル案内」「子育てサークルおたより」
・新甫保育園　地域子育て支援事業「ほっと・しんぽ」：「支援センター案内」「ほっと・しんぽ通
　信」
・もんもの木：「施設案内」「イベントカレンダー」
・名東区子育てマップ：2008年8月　改訂版
・千種区子育てマップ：第3号2007年度版
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